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Ⅰ。環 境 経 営 方 針 

 

株式会社愛和環境管理は、事業活動において環境問題の取り組みが企業の社会的責任のひ

とつであることを認識し、地球環境保全に配慮した活動を推進いたします。 

 

１． 環境経営システムを構築し、次の事項を重点的なテーマとして環境経営目標を設定し、かつ

定期的な見直しを実施しながら、継続性のある活動を展開いたします。 

（１） 環境への負荷が著しいＣＯ2 排出量、総排水量を抑制するために、電気、車両の燃料、

水などの使用量を削減します。 

（２） 環境汚染防止の観点から、廃棄物を削減し、３Ｒ(リデュース、リユース、リサイクル)を促進

します。 

（３） 化学物質使用量の削減に努力します。 

２． 「５Ｓ活動」を基本として環境経営を行います。 

（１） 整理：分別を徹底し、必要なものを有効に使い、不要なものを処分する。 

   （２） 整頓：必要なものを必要なときに取り出せるようにしておく。 

   （３） 清掃：ごみが出たときには取り除く（極力ごみがでないようにする。） 

   （４） 清潔：ごみがない状態を維持する。 

   （５） 躾：決められたルール・手順を正しく守る習慣をつける。 

３． 環境に関する法律や地域のさまざまな環境に関わる取り決めの要求事項等を遵守し、環境

保全の向上に努めます。 

４． 環境に配慮した技術の導入・資材の調達に努め、各種サービスをお客様にご提供していくこと

で、地球環境の改善に積極的に参画していきます。 

❑ グリーン購入の推進 

❑ 廃棄物の分別を推進 

❑ グリスフィルターのレンタルの推進 

５． 全従業員に対し、SDGｓ（持続可能な開発目標）の周知及び普及に努めると同時に、継続的に

SDGｓが掲げる目標実現のための活動に取り組みます。 

６． この環境経営方針を全従業員に周知すると共に、社外へも文書にて公表します。 

７． 地域社会とのコミュニケーションを図り、地域の環境保全等社会貢献に努めます。 

 

 

２０２1 年 ４月 １日改定 

２０１５年 ４月 １日改定 

株式会社 愛和環境管理 

代表取締役 矢治 雅也 
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Ⅱ。組 織 の 概 要 

 

１．名称及び代表者 
株式会社 愛和環境管理 
代表取締役  矢治 雅也 

２．所 在 地 
本 社   福岡県北九州市八幡西区穴生三丁目２番２０号 

３．環境管理の責任者及び担当者連絡先 
責任者： 松岡 弘一 
担当者： 松本 真由美  TEL： 093-641-0844   FAX： 093-644-2033 

E-mail： aiwa@mbp.nifty.com 
http://aiwa.art.coocan.jp/ 

４．事業内容 
■廃棄物収集運搬業 
・一般廃棄物収集運搬業（積替え保管なし） 
・産業廃棄物収集運搬業（積替え保管なし） 
・特別管理産業廃棄物収集運搬業（積替え保管なし） 

■ビルメンテナンス業 
・環境衛生管理、設備管理、建物設備保全及びキッチンメンテナンス等。 

５．事業の規模 
法人設立  １９７７年１０月（昭和５２年１０月） 
資 本 金  １，５００万円 
売上高、従業員、床面積 

 
 

 

 

 

受託した廃棄物の収集運搬量 
 
 
 

 
保有運搬・作業車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．事業年度 

４月１日～翌年３月３１日 

項   目 単位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 

売上高 百万円 １０３．８ ９９．２ １１３．８ 

従業員数 人 ２７ ２７ ２７ 

床面積 ｍ2 ６４８ ６４８ ６４８ 

種   類 単位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 

産業廃棄物（特管含む） ｔ ３９２ ３９２ ４６２ 

事業系一般廃棄物 ｔ １９５ ２０６ ２０７ 

車 両 形 式 台数 規模・能力 

機械式収集車（圧縮式） ２台 最大積載量（2 トン） 

保冷ロング １台 最大積載量（2 トン） 

保冷バン １台 最大積載量（350キロ） 

脱着装置式コンテナ車（アーム式） １台 最大積載量（1.5 トン） 

アルミバン １台 最大積載量（2 トン） 

リフトバン １台 最大積載量（1 トン） 

軽バン ３台 最大積載量（350キロ） 

高圧洗浄車 １台  

乗用車（営業及び使送業務用） １台  

mailto:aiwa@mbp.nifty.com
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Ⅲ。対象範囲（認証・登録範囲） 

 

■対象組織・サイト 

株式会社 愛和環境管理 本社 

〒806-0049 福岡県北九州市八幡西区穴生三丁目２番２０号 

■対象活動 

  全事業活動 

①一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業

（積替保管なし） 

②ビルメンテナンス業 

 

【環境管理実施体制図】 

 

  [認証登録範囲]                                                                                     

                                   

[本 社] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                       

 

 

注： 1） 『クリーンサービス班』の略称で、主に建築物の清掃業務、使送業務等を担当。 

２） 『エンジニアリングサービス班』の略称で、主に建築物の設備管理業務等を担当。 

３） 『環境資源班』の略称で、主に廃棄物の収集運搬業務等を担当。 

 

 

 

代表取締役 

矢治 雅也 

業務グループ 

グループ長 

Y.I 

事務グループ 

 

M.M 

営業グループ 

営業部長 

H.K 

ＥＡ２１事務局 

事務グループ 

環境管理責任者 

松岡 弘一 

ＣＳ班 1) 

K.E 

ＥＭ班 3) 

Y.I 

ＥＳ班 2) 

U.K 
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Ⅳ。許 可 の 内 容 

 

１．一般廃棄物収集運搬業許可の内容 

許可区域 許可番号 許可取得年月日/許可有効年月日 積替え 事業の範囲 

北九州市 北九一廃第 136 号 
2022.04.01 

2024.03.31. 
無 Ａ類 

 

２．産業廃棄物収集運搬業許可の内容 

許可 

区域 
許可番号 

許可取得 

年月日 

 

許可有効 

年月日 

積

替

え

保

管 

事業の範囲 
優

良

認

定

指

定

業

者 

汚

泥 

廃

油 

廃

酸 

 

廃

ア

ル

カ

リ 

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク 

紙

く

ず 

木

く

ず 

繊

維

く

ず 

動

物

性 

残

渣 

ゴ

ム

く

ず 

金

属

く

ず 

ガ

ラ

ス 

陶

磁

器

く

ず 

が

れ

き

類 

福岡県 第 04000008200号 
2016.09.08 

2023.09.07 
無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 

熊本県 第 04305008200号 
2021.09.21 

2026.08.31 
無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

山口県 第 03500008200号 
2018.09.06 

2025.09.05 
無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ○ 

佐賀県 第 04101008200号 
2021.10.12 

2026.10.11 
無 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 

３．特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容 

許可 

区域 
許可番号 

許可取得 

年月日 

 

許可有効 

年月日 

積

替

え

保

管 

事業の範囲 
優

良

認

定

指

定

業

者 

汚

泥 

廃

油 

廃

酸 

廃

ア

ル

カ

リ 

感

染

性

産

業

廃

棄

物 

廃

石

綿

等 

福岡県 第 04050008200 号 
2016.09.22 

2023.09.21 
無 ● ● ● ● ● ● ○ 

熊本県 第 04355008200 号 
2021.09.21 

2026.08.31 
無 ● ● ● ● ●   

山口県 第 03550008200 号 
2016.09.12 

2023.09.11 
無 ● ● ● ● ● ● ○ 

佐賀県 第 04151008200 号 
2018.04.04 

2023.04.03 
無 ● ● ● ● ●   
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４．事業計画の概要 

当社は、各事業所より排出される産業廃棄物を収集し、廃棄物処理法の収集運搬基準に準

じ、処分場に搬入します。 

 

５．収集運搬処理料金 

収集運搬料金につきましては、引取場所、品目等により異なりますので、営業グループ 

（℡ 093-641-0844）までお問い合わせ下さい。無料にてお見積もりいたします。 

 

 

 

 

 

Ⅴ。主な環境負荷の実績 

 

備考： 

1) ２０２１年度は２０１９年度㈱ハルエネの調整後排出係数０．３95kg-CO2/kWhを使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 単 位 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

二酸化炭素排出量 1) 
Kg-CO2/年 54,759 49639 43,956 44374 

Kg-CO2/百万円 512 478 443 390 

一般廃棄物排出量 
kg/年 405 280 335 220 

kg/百万円 3.79 2.7 3.38 1.57 

水道水使用量 
m3/年 391 476 554 405 

m3/百万円 3.65 4.59 5.59 3.56 

化学物質（PRTR 対象

物質）使用量 

kg/年 2.99 2.99 5.99 5.99 

kg/百万円 0.029 0.029 0.060 0.060 

グリーン購入 エコマーク商品数 17 17 9  12 

収集運搬車両の燃費 Km/ℓ 6.31 6.31 6.32 6.55 

売上高 百万円 103.8 103.8 99.2 113.8 
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Ⅵ。環境経営目標と環境経営計画 

 

１．環境経営目標 

（１） 中長期及び単年度（２０２２年度）の環境経営目標 

① 環境経営目標は、２０２２年度～２０２４年度の第５期中長期３ヵ年計画を策定しました。 

② 単年度の環境経営目標では、四半期毎の目安（指標）も策定し、年度途中の達成状況を

確認・評価しました。 

表 1 中長期及び単年度（２０２２年度）の環境経営目標とその実績 

 

年度 

項目 

基準

値 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

目標 
実績 

判定 
目標 

実績 

判定 
目標 

実績 

判定 

電力の二酸化

炭素排出量削

減 

Kg-CO2/年 8,145 ≦8,145 7,242 ≦8,145  ≦8,145  

基準年度比 ― 100% ○ 100%  100%  

車両燃料の二

酸化炭素排出

量削減 

Kg-CO2/年 47,360 ≦47,360 37,130 ≦47,360  ≦47,360  

基準年度比 ― 100% ○ 100%  100%  

一般廃棄物削

減 

Kg/年 435 ≦435 220 ≦435  ≦435  

基準年度比 ― 100% ○ 100%  100%  

水道水の削減 
m3/年 426 ≦426 405 ≦426  ≦426  

基準年度比 ― 100% 〇 100%  100%  

PRTR 対象化学

物質使用量削減 

Kg/年 8.01 ≦8.01 2.46 ≦8.01  ≦8.01  

基準年度比 ― 100% ○ 100%  100%  

グリーン購入の

推進 

・グリーン購入の推進 

・有害性の少ない資材の購入 

・省エネ性能の高い電気製品

の購入 

実行 〇     

環境に配慮し

た収集運搬 

・作業開始前の車両点検 

・エコドライブの推進 

・積み残しの削減 

・車両の清掃 

実行 〇     

備考： 

１． 基準値は２０１７年度～２０１９年度の実績平均としました。 

２． 前年までは売上あたりの原単位で設定していましたが、全体使用量が少ないので本

年度からは総量での目標設定としました。 
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（２） ２０２２年度環境経営目標の実績とその評価 

２０２２年度は、環境経営目標７項目中７項目で目標を達成しました。取り組み結果は、２０

１９年度から２０２１年度までの実績推移等も考慮して次のように評価しました。 

 

①  売上高 

・ここ数年は１００～１１０（百万円）で安定傾向にありますが、今期はやや上昇しました。 

 

 

②  電力の使用量 

・電力使用量は前年同様、20,000kWh/年を下回りました。 

 

 

③  車両燃料の二酸化炭素排出量削減 

・車両燃料の二酸化炭素排出量削減目標は達成できました。 

 

 

 

 

 

 

107
103.8

99.2

113.8

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高

(百万円)

18,540 

18,764 

18,547 

18,333 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

電力使用量

(kWh/年)

45,804 
40,576 

36,629 37,133 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

車両燃料

(二酸化炭素

排出量/年)
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④  一般廃棄物削減                             

・削減傾向、継続していきたい。 

 

⑤ 水道水の削減          

・ボイラー室の修繕により達成。                                                     

 

⑥  PRTR対象化学物質使用量削減 

・過去最高の数値で削減目標を達成できました。 

 

⑦  グリーン購入の推進 

グリーン購入の推進を実行しました。 

・事務用品の 75％をグリーン用品で購入しました。 

・PRTR対象化学物質等の有害性の少ない資材の購入に努めました。 

 

⑧  環境に配慮した収集運搬 

環境に配慮した収集運搬を実行しました。 

・車両点検を行い、エコドライブの推進に努めました。 

・節水に配慮した洗車に努めました。 

405 

280 
335 

220 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

一般廃棄物排出量

(kg/年)

391 

476 
554 

405 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

水道水使用量

(㎥)

9.92 

2.99 
5.99 

2.46 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

PRTR対象

化学物質使用量

（㎏/年）
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２．環境経営計画 

（１） ２０２２年度の環境経営計画の取組結果とその評価 

２０２２年度の環境経営目標を達成するために、グループ毎の具体的な取組の内容（達成手

段）、スケジュール及び責任者を定め、３ヵ月毎に活動をフォローしてきました。 

取組の内容（達成手段） 達成状況 評     価 

電力の二酸化炭素排出量の削減 

・不要照明の消灯 ○ 

・不要照明の消灯、不要パソコン電源

オフ等に努め、年度目標を達成できま

した。 

・不要冷暖房のオフ ○ 

・空調温度の適正化 ○ 

・不要パソコン電源オフ ○ 

・時間外の早期退社 〇 

車両燃料の二酸化炭素排出量削減 

・エコドライブ等運転方法の励行 ○ ・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ等は確実に実行され、

目標を達成できました。 ・効率的なルートで配送 ○ 

一般廃棄物削減 

・再利用できるものの分別 ○ ・再利用できるものの分別を徹底しまし

た。 

・両面印刷・N-UP 印刷をするように努

めました。 

・ごみの分別徹底と計量 ○ 

・両面印刷の徹底 ○ 

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○ 

水道水の削減 

・洗車での節水 〇 
・洗車では極力節水に努めました。 

・グリスフィルター洗浄作業での節水 ○ 

PRTR対象化学物質排出量の削減 

・SDSによる管理の推進 ○ ・化学物質含有量の少ないものを使用

するよう努めました。 

・適正な希釈に努めました。 

・使用洗剤の適正希釈倍率の実施 ○ 

・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○ 

グリーン購入の推進 

・グリーン購入の推進 ○ ・グリーン購入に努めました。 

・有害性の少ない材料の購入に努めま

した。 

・有害性の少ない資材の購入 ○ 

・省エネ性能の高い電気製品の購入 ○ 

環境に配慮した収集運搬 

・作業開始前の車両点検 〇 ・取組は確実に実行されていました。 

・車両点検を行いエコドライブの推進に

努めました。 

・節水に配慮しました。 

 

 

 

・エコドライブの推進 ○ 

・積み残しの削減 〇 

・車両の清掃 〇 

・エコドライブの推進（燃料・走行距離記録） ○ 

（注）  ○できている  △ほぼできている  ×できていない 
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（２） 次年度（２０２３年度）の取組内容 

今年度は、全項目で削減目標を達成できました。引き続き環境にやさしい事業活動を展開し

て参ります。 

 

 

 

Ⅶ。環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。 

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等） 遵守状況 

廃棄物の処理及び清

掃に関する法律 

一般廃棄物収集運搬業（A類） 遵守されている 

産業廃棄物収集運搬業（汚泥、廃油、廃酸、廃ア

ルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維く

ず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラス陶磁

器くず、がれき類） 

遵守されている 

特別管理産業廃棄物収集運搬業（汚泥、廃油、廃

酸、廃アルカリ、感染性産業廃棄物、廃石綿等） 

遵守されている 

建築物における衛生

的環境の確保に関す

る法律 

建築物飲料水貯水槽清掃業 遵守されている 

建築物ねずみ昆虫等防除業 遵守されている 

建築物環境衛生総合管理業 遵守されている 

毒物及び劇物取締法

（厚生労働省令で定

める毒物又は劇物を

業務上取り扱うもの

への適用規定） 

毒物又は劇物の容器、被包への表示 遵守されている 

毒物又は劇物の陳列場所の表示 遵守されている 

施錠 遵守されている 

フロン排出抑制法 簡易点検の実施 遵守されている 

下水道法 特定施設設置届出書の提出 遵守されている 

 

   

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、環境関連法規への違反はありません。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません。また、訴訟も同様に1件もありませ

んでした。 
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Ⅷ。代表者による全体の評価と見直しの結果 

１．前回の指示への取組結果 

 

２．今回（２０２２年度）の評価 

・全般的には、皆さんの意識が向上し適切に取り組まれ、システムが有効に機能しています。 

今後も一層の努力をお願いいたします。 

・２０２２年度は 7項目中７項目で目標を達成できました。 

・設備機器の日常点検を強化しましょう。 

  

 

３．変更の必要性と指示 

・環境経営方針は変更の必要性はありません。 

・環境経営目標及び環境経営計画は変更の必要性はありません。 

・環境経営システムは変更の必要性はありません。 

・実施体制は変更の必要性はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の指示の概要 指示への取組結果 

・ボイラーの故障が原因ですが、日常の記録

が生かされなかったようです。事務部門との

ダブルチェックの強化に努めてください。 

・事務部門のダブルチェックを行い、水道使

用量の削減目標を達成できました。 


